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議 第 2 2 9 号 

令 和 ７ 年 ７ 月 ４ 日 

 

民生病院常任委員会審査概要報告書 

 

                              委員長 田中 勝文 

 

Ⅰ 開催年月日  令和７年６月 16日（月） 

Ⅱ 会 議 時 間  午前 10時 00 分～午前 10 時 42 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎田中 勝文  ○中村 清志  熊木 義城 

埜田 悦子   福井 直樹  金森 一郎 

大井 正樹 

（◎…委員長  ○…副委員長） 

        〔議 長〕 薮中 一夫 

        〔副 議 長〕 高岡 宏和 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

        〔事務局職員〕 松本 武司  島田  輝  吉本 昌史 

        〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

 

１ 付託議案について 

議案第 51号 令和７年度高岡市一般会計補正予算（第１号）のうち本委員会所管分 

議案第 52号 令和７年度高岡市高岡市民病院事業会計補正予算（第１号） 

議案第 56号 高岡市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例 

議案第 57号 高岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

議案第 67号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 

議案第 68号 財産の取得について（災害対応特殊救急自動車・高度救命処置用資機 

材） 

  議案第 69号 財産の取得について（消防救急デジタル無線移動局系設備） 

  議案第 70号 財産の取得について（消防救急デジタル無線車載型受令装置） 

議案第 71号 財産の取得について（消防団活動用無線機） 

 及び 

議案第 72号 損害賠償の額の決定について 

 

以上、予算議案２件、条例議案２件及びその他議案６件の計 10 件については、審査の

結果、全会一致で、いずれも原案のとおり可決すべきものと決した。 
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〈 審査の過程における質疑等は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

 【議案第 51号のうち、物価高騰対応重点支援給付金給付事業費について】 

○ かなりの人数の給付対象者がおられると思うが、市としてどのような体制で給付

事業に対応していくのか。また、給付事業にかかる事務負担は大きいと思うが、通

常業務とどのように並行して進めていくのか。インターネットで全国各地の首長の

ＳＮＳ等を見ていると、給付事業が地方自治体に負担をかけているという意見を目

にすることが多くなった。これまでも給付事業に取り組んできているが、市として

どのように工夫しているのか確認したい。 

△ 体制については、専任職員１名、市民税課の兼務職員１名に加え、会計年度任用

職員等により対応する。同様の体制でこれまで継続的に給付事業に取り組んでいる。

通常業務への影響については、給付事業に関わる職員の業務量をある程度軽減しな

がら、負担のないように対応している。 

 

 【議案第 52号について】 

○ LED照明をリース契約することで、高岡市民病院の LED化の達成率は 100 ％とな

るのか。令和９年に蛍光灯の販売が停止されることから、確認のため伺いたい。 

△ これまで計画的に LED 化に取り組んできており、今回の補正予算によるリース契

約で、達成率はほぼ 100％となる。 

○ 入院患者がおられる病室等の蛍光灯を順番に交換していくことになると思うが、

どれほどの期間で対応するのか。また、入院患者に配慮した対応は。 

△ これまで、入院患者に影響の少ない医局や事務局、外来を LED 化してきた。今回

は病棟を LED 化するということで、工事期間は３か月間を予定している。計画的に

入院患者に移動いただくこともあるかもしれないが、なるべく支障がないようにし

たい。 

 

【議案第 69 号について】 

○ 現在の設備について、運用開始から 10 年が経過し、周波数のずれや基盤不良等

の障害の発生が増加していると仄聞している。当然、バックアップは図っていると

思うが、現在の設備は、経年劣化による支障はあったのか。また、設備更新によっ

て強化される機能は。 

△ バックアップとして予備の設備を備えており、支障が発生した際は予備の設備で

対応してきたため、影響はなかった。設備更新によって、小型化・軽量化のほか、

防水性能の強化や、受信感度の向上が図られる。これらの強化される機能が、災害

現場での活動に十分に生かされるよう努めていきたい。 

○ 強い高岡を構築していくためにも、引き続き努力いただきたい。（要望） 
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２ 報告事項について 

〈 当局から、次の報告・説明があった。 〉 

 

〔生活環境文化部〕 

◦ 戸籍への氏名フリガナ記載に関する通知書の送付と窓口体制の強化について 

 

〈 委員から、次のとおり質疑があった。 〉 

 

【戸籍への氏名フリガナ記載に関する通知書の送付と窓口体制の強化について】 

○ 特設会場での届出には予約が必要とのことだが、もし市民の方々が予約せず特設

会場へ行かれた場合や、間違えて市役所に来られた場合は、対応可能なのか。私と

しては、そういったことがないよう、できるだけわかりやすく周知していただきた

いと思っている。 

△ 予約がなくても、余裕がある場合は受け付けしたいと考えているが、当日が予約

で埋まっている場合は、待っていただいても呼び出しすることができないため、別

の日に予約をしてお越しいただきたい。市役所に来られた場合にも、できるだけお

受けしたいと考えてはいるが、通常業務で窓口に余裕がある状態ではないため、可

能な限り特設会場の利用を検討いただきたい。 

 

〔市民病院〕 

  ◦ 令和６年度高岡市高岡市民病院事業会計決算の概要について 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

３ 閉会中の継続審査について 

   本委員会の所管事項について、閉会中も継続して調査する必要があるため、会議規

則第 104条の規定により、委員長から議長に継続審査を申し出ることとした。 

 

４ その他 

  ◦ 次回の本委員会の開催について 

   令和７年７月 28日（月）午前 10 時に開催することが報告された。 

 

〈 委員から、質疑等はなかった。 〉 

 

〈 当局からの報告はなかった。 〉 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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民生病院常任委員会 当局説明員（２７名） 
  

生活環境文化部長 長 久  洋 樹 市民病院長 福 島  亘 

生活環境文化部次長 

 環境政策課長 
大 野  洋 靖 市民病院事務局長 新 田  裕 子 

市民生活課長 中 保  哲 憲 総務課長 塩 谷  慎 久  

脱炭素推進課長 山 村  紘 次 医事課長 池 守  凡 子 

地域課長 長 井  剛 志    

文化国際課長 吉 本  恭 子 消防長 有 澤  智 文 

男女平等・共同参画課長 竹 内  文 雄 消防本部次長 布 橋  隆 男 

市民課長 布橋  みちる 
消防本部参事 

通信指令課長 
沙魚川  文春 

  総務課長 田 中  秀 和 

福祉保健部長 戸田  龍太郎 予防課長 蔭 浦  幸 雄  

福祉保健部次長 上 森  智 美 警防課長 佐 野  吉 英 

福祉保健部次長 

 こども家庭センター長 
長 谷 川  聡     

社会福祉課長 関 原  総 臣   

社会福祉課 

福祉連携推進室長 
大野  美喜子   

 

子ども・子育て課長 

保育・幼稚園室長 
森 川  朋 子   

長寿福祉課長 徳 市  直 之   
 

保険年金課長 水 野  篤 美    

健康増進課長 竹 田  裕 子   

    


